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ゼミ活動報告 

第 5 回「うめだ火曜会」に参加しました 

 

前田晃治 

 

9 月 11日に第五回うめだ火曜会が開催されました。いつもは、ゼミ生 1～2 人がお手伝

いとして参加するのですが今回は、特別に 2 期生の参加可能なメンバー全員で火曜会に参

加させていただきました。そして今回は、小野、曽根勝、前田、松野の日東電工班が日東

電工の企業分析について発表させていた

だくことになっており、いろいろな企業の

方や日東電工の方々がおられる前で、私た

ちが春から行ってきた成果を発表させて

いただきました。内容は以前、日東電工を

訪問させていただいた時と大きくは変わ

っていなかったのですが、新たにパワーポ

イントで資料を作り、聴いていただける方

も以前よりも多くいらっしゃったので緊

張感に包まれながらの発表でした。発表後

には、日東電工の方に下手なアナリストよりもしっかりと分析出来ていると褒めていただ

き、日東電工班一同大変うれしかったです。 

 私たちの発表のあとは、日東電工の方による、同社の近年の状況や、corporate brand

戦略についてお話をして頂きました。インタンジブルな資産がどのように企業価値に影響

を与えるのか、またその影響力はどれ程まで認められるのかは、はっきりとしていないが、

そういったインタンジブルな資産を corporate brand 戦略を通してより企業価値に反映

していこうといったことが非常に興味深か

ったです。これからの研究対象にも出来る程

のテーマでした。 

 火曜会終了後は、そのまま夕食会の方にも

参加させていただき、社会人の方々と一緒に

お食事をしました。普段はなかなかこういっ

た機会はないので、たくさんお話させていた

だき、その中で、もっと勉強しなくては！と

モチベーションが上がりました。非常に楽し

く、充実した会でした。是非次回も参加したいと思いました！！ 

 

 


